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第 1 章

はじめに

この章は、次の項で構成されています。

• VMware vRealize Orchestrator用 Cisco UCS Centralプラグインについて, 1 ページ

• システム要件, 1 ページ

• メモリおよび CPU使用率, 2 ページ

VMware vRealize Orchestrator 用 Cisco UCS Central プラグ
インについて

vRealizeOrchestrator（vRO）は、拡張可能なワークフローのライブラリを提供する開発およびプロ
セス自動化プラットフォームです。これらのワークフローによって、VMware vSphereインフラス
トラクチャを管理するための自動化された、構成可能なプロセスを作成し、実行することができ

ます。vRealize Orchestratorは、他の管理ソリューションと統合できるオープンプラグインアーキ
テクチャを使用します。

Cisco UCS Centralプラグインは、vRealize Orchestratorのオープンプラグインアーキテクチャを利
用してUCSCentralと vRealizeOrchestratorを統合します。統合後、プラグインで vRealizeOrchestrator
の機能を利用して、UCS Centralサーバでタスクを作成し、ワークフローを定義できます。

システム要件
VMware vRealize Orchestrator

このバージョンのプラグインは、次の VMware vRealize Orchestratorリリースでサポートされてい
ます。

• vRealize Orchestrator 7.x

Cisco UCS Central

VMware vRealize Orchestrator 用 Cisco UCS Central プラグインリリース 1.x ユーザガイド
1



このバージョンのプラグインは、UCS Centralの次のメジャーリリースに対応しています。

•リリース 1.4.x

•リリース 1.5.x

メモリおよび CPU 使用率
メモリおよび CPU使用率は、vRealize Orchestratorサーバの JVMプロセスのメモリおよび CPU使
用量に基づいています。Cisco UCS Centralプラグインの実行による vRealize Orchestrator環境のメ
モリと CPUへの影響はかなり小さく、無視できます。JVMのメモリと CPUの使用量は、プラグ
イン使用のさまざまな段階でモニタ済みです。
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第 2 章

プラグインのインストールおよび UCS Central
インスタンスの登録

この章は、次の項で構成されています。

• vRealize Orchestrator 7.x用 UCS Centralプラグインのインストール, 3 ページ

• UCS Centralインスタンスの登録, 4 ページ

vRealize Orchestrator 7.x 用 UCS Central プラグインのイン
ストール

はじめる前に

VMware vRealize Orchestrator 7.xをインストールします。VMware vRealize Orchestrator 7.xのインス
トールまたは 7.xへのアップグレードについては、『Installing and Configuring VMware vRealize
Orchestrator』を参照してください。

ステップ 1 vRealize Orchestrator用 UCS Centralプラグインのインストールファイル vmoappをダウンロードします。

ステップ 2 vRealize Orchestratorのウェルカムページを開きます。

ステップ 3 [Orchestrator Control Center]をクリックします。

ステップ 4 アプライアンスのインストール時に付与されたログインクレデンシャルを入力します。

ステップ 5 [Plug-Ins]までスクロールダウンして [Manage Plug-Ins]をクリックします。

ステップ 6 [Manage Plug-Ins]ページで [Browse]をクリックし、頒布可能 .vmoappファイルの保存場所フォルダに移
動して、[Open]をクリックします。

ステップ 7 [Accept EULA]を選択して [Install]をクリックします。
イントールされているプラグインが [Plug-in]リストに表示されます。インストールが完了したら、変更を
有効にするために Orchestratorを再起動します。
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ステップ 8 Orchestratorを再起動するには [Startup Options]をクリックします。
また、ホームページから Orchestratorを再起動することもできます。

ステップ 9 [Startup Options]ページで、[Restart]をクリックします。
再起動後、vROサーバにプラグインがロードされるまでに数分かかります。

UCS Central インスタンスの登録
設定ワークフローを実行することにより、VMware vRealize OrchestratorからUCS Centralインスタ
ンスを登録できます。

はじめる前に

Java 8以降をインストールします

ステップ 1 vRealize Orchestratorクライアントにログインします。

ステップ 2 ツールバーの [Workflows]をクリックします。

ステップ 3 [Cisco UCS Central] > [Configuration] > [Add a UCS Central Instance]に移動します。

ステップ 4 [Start Workflow]アイコンをクリックして、次のように入力します。

説明名前

UCS Centralサーバの IPアドレスまたはホスト名。[UCS Central Host/IP]フィールド

UCS Centralユーザ ID[ユーザ ID（User ID）]フィールド

UCS Centralパスワード[パスワード（Password）]フィールド

セキュア接続ポート番号[Connection Port]フィールド

ステップ 5 [送信（Submit）]をクリックします。

ステップ 6 UCS Centralサーバの証明書を受け入れます
UCS Centralインスタンスが登録され、vRealize Orchestratorインベントリに表示されます。
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第 3 章

プラグインの使用方法

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Centralインベントリ, 5 ページ

• ユーティリティアクション, 5 ページ

• Cisco UCS Centralワークフロー, 12 ページ

• ワークフローの実行またはスケジューリング, 15 ページ

Cisco UCS Central インベントリ
vRealize Orchestratorインベントリは、3つすべての観点で利用できます。vRealize Orchestratorで
有効になっているプラグインのオブジェクトを表示します。インベントリビューを使用して、イ

ンベントリオブジェクトでワークフローを実行できます。

Cisco UCS Centralインベントリは、次のカテゴリに分かれています。

•登録済み UCS：現在の Cisco UCS Centralインスタンスで登録済みの Cisco UCS Managerイン
スタンスの物理コンポーネントを表すインベントリ要素の集合を示します。

•グローバルポリシー：現在の Cisco UCS Centralインスタンスで使用可能なグローバルポリ
シーを表すインベントリ要素の集合を示します

•ドメイングループ：現在の Cisco UCS Centralインスタンスで使用可能なドメイングループ
および VLANまたは VSANコンポーネントを表すインベントリ要素の集合を示します

ユーティリティアクション
プラグインには、さまざまな機能を提供するユーティリティアクションが用意されています。こ

こでは、これらのアクションについて説明します。
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addUcsCentral

このアクションを使用すると、vRealize Orchestratorインベントリに Cisco UCS Centralインスタン
スを登録できます。

入力：

• ucsHost：文字列：UCS Centralホスト/IP

• userId：文字列：UCS Centralインスタンスのユーザ ID

• password：SecureString：UCS Centralインスタンスのパスワード

• noSsl：ブール型：非セキュア接続を使用

現在、UCS Centralはセキュアな接続のみをサポートしています。（注）

• port：文字列：セキュアな接続ポート

出力：

UcsCentral：登録された UCS Central接続ハンドル。

modifyUcsCentral

このアクションを使用すると、vRealizeOrchestratorインベントリに登録済みのUCSCentralインス
タンスを変更できます。

入力：

• ucsCentral：UcsCentral：変更対象の UCS Centralインスタンス

• userId：文字列：UCS Centralインスタンスのユーザ ID

• password：SecureString：UCS Centralインスタンスのパスワード

• noSsl：ブール型：非セキュア接続を使用

現在、UCS Centralはセキュアな接続のみをサポートしています。（注）

• port：文字列：セキュアな接続ポート

出力：

UcsCentral：変更された登録済み UCS Central接続ハンドル。

removeUcsCentral

このアクションを使用すると、vRealizeOrchestratorインベントリから登録済みUCSCentralインス
タンスを削除できます。

入力：
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ucsCentral：UcsCentral：削除する UCS Centralインスタンス。

出力：

UcsCentral：削除された登録済み UCS Central接続ハンドル。

getAllUcsCentral

このアクションを使用すると、vRealizeOrchestratorインベントリに登録済みのすべてのUCSCentral
インスタンスの配列を取得できます。

入力は不要です。

出力：

配列/UcsCentral：すべての登録済み UCS Central接続ハンドルのリスト。

cloneServiceProfile

このアクションを使用すると、選択した組織でサービスプロファイルの複製を作成できます。

入力：

• serviceProfile：ServiceProfile：複製するサービスプロファイル

• newName：文字列：複製されたサービスプロファイルの新しい名前

• destOrg：OrganizationHierarchy：複製されたサービスプロファイルの配置場所となる組織

出力：

ServiceProfile：複製されたサービスプロファイル。

createServiceProfileFromTemplate

このアクションを使用すると、サービスプロファイルテンプレートから複数のサービスプロファ

イルを作成できます。サービスプロファイルの名前として、複数の名前からなる配列、または 1
つのプレフィックスと、作成されるサービスプロファイルの数を指定できます。

入力：

• template：ServiceProfileTemplate：新しいサービスプロファイルの作成用に参照するサービス
プロファイルテンプレート

• newName：配列/文字列：作成するサービスプロファイルの新しい名前

• destOrg：OrganizationHierarchy：作成されたサービスプロファイルの配置場所となる組織。

• prefix：文字列：追加されるサービスプロファイル名プレフィックス。

作成されるサービスプロファイルのプレフィックスと数を指定します（たとえば

prefix+count#）。

• count：数値：追加するサービスプロファイルの数

出力：

配列/ServiceProfile：作成されたサービスプロファイルのリスト。
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renameServiceProfile

このアクションを使用すると、既存のサービスプロファイルの名前を変更できます。

入力：

• sp：ServiceProfile：名前を変更するサービスプロファイル

• newName：文字列：サービスプロファイルの新しい名前

出力：

ServiceProfile：名前が変更されたサービスプロファイル。

associateServiceProfile

このアクションを使用すると、ブレードまたはラックサーバなどのコンピューティングオブジェ

クトにサービスプロファイルを関連付けることができます。

入力：

• serviceProfile：ServiceProfile：関連付けるサービスプロファイル

• computeObj：Any：サービスプロファイルに関連付けられる Bladeまたは RackUnitオブジェ
クト

• restrictMigration：ブール型：関連付け時に移行を制限

出力：

空：オブジェクトは返されません

disassociateServiceProfile

このアクションを使用すると、ブレードまたはラックサーバなどの任意のコンピューティングオ

ブジェクトと特定のサービスプロファイルとの関連付けを解除できます。

入力：

sp：ServiceProfile：関連付けを解除するサービスプロファイル

出力：

空：オブジェクトは返されません

addOrgPermissionToVlan

このアクションを使用すると、VLANに組織の権限を追加できます。

入力：

• orgList：配列/OrganizationHierarchy：権限を追加する組織のリスト

• vlan：Vlan：権限を追加する VLAN

出力：

文字列：成功または失敗を示すメッセージ
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removeOrgPermissionFromVlan

このアクションを使用すると、VLANから組織の権限を削除できます。

入力：

• orgList：配列/OrganizationHierarchy：権限を削除する組織のリスト

• vlan：Vlan：権限を削除する VLAN

出力：

文字列：成功または失敗を示すメッセージ

getOrgPermissionForVlan

このアクションを使用すると、VLANに関する組織の権限をすべて取得できます。

入力：

vlan：Vlan：権限を取得する VLAN。

出力：

配列/OrganizationHierarchy：OrganizationHierarchyのリスト。この VLANに権限があるものが出力
されます。

getMoFieldOptions

このアクションを使用すると、UCS Central内の任意の管理対象オブジェクト（MO）のフィール
ド値からなる配列を取得できます。このアクションを使用すると、限定された値のセットのみを

含むようにMOフィールド用のドロップダウンリストを設定できます。

入力：

• classId：文字列：MOの ClassId

• fieldName：文字列：フィールド値のセットを抽出する対象となるMOのプロパティ名

出力：

配列/文字列：指定したMOフィールドのフィールド値からなるリスト。

sortMoListByDn

このアクションを使用すると、識別名（DN）プロパティを基準にして UCS Central MOのリスト
を並べ替えることができます。

入力：

moList：配列/Any：任意の UCS Central MOのリスト

出力：

配列/Any：DNを基準にソートされた任意の UCS Central MOのリスト
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9

プラグインの使用方法

ユーティリティアクション



UCS Central 管理対象オブジェクト検索アクション

これらのアクションを使用すると、UCSCentralから既存の任意のMOを取得できます。このアク
ションにより、選択した条件に一致する管理対象オブジェクトのリストが返されます。たとえば

getServiceProfile、getOrg、getBlade、getChassisなどです。

入力：

• ucsCentral：UcsCentral：UCS Central接続ハンドル

• parentMos：配列/<ParentMoの型>：検索対象の UCS Central管理対象オブジェクトの親であ
る UCS Central MOのリスト

◦このプロパティは、検索対象のMOの親が定義されている場合に有効です

◦検索対象MOの親がインベントリで公開されている単一のタイプの場合、parentMosの
型はその型の配列です。そうでない場合は Anyの配列です

◦ parentMosが指定された場合、親または子MOのみを検索します。parentMosからucsCentral
が得られるため、ucsCentralの入力は不要です。

• Managed Object Properties：<プロパティの型>：検索する管理対象オブジェクトの複数のプロ
パティ。

• limitScope：ブール型：範囲検索を親のみに限定し、子MOは検索されません

このプロパティは、parentMosプロパティタイプ（型）に複数の検索レベルがある場合に有
効です。たとえば OrganizationHierarchyまたは DomainGroupHierarchyでのみこのプロパティ
が存在します

• showMos：ブール型：検索対象の UCS Central MOを System.logに出力します

出力：

配列/<検索対象MOの型>：検索された UCS Central MOのリスト。検索されたMO型がインベン
トリで公開されている場合、戻り値の型はそのタイプの配列です。そうでない場合は Anyの配列
です。

UCS Central 管理対象オブジェクト変更アクション

これらのアクションを使用すると、UCSCentralで変更された既存のMOを取得できます。たとえ
ば setServiceProfile、setOrg、setBlade、setChassisなどです。

入力：

• ucsCentral：UcsCentral：UCS Central接続ハンドル

• mosToModify：配列/<mosToModifyの型>：変更対象となる UCS Central管理対象オブジェク
トのリスト

◦ mosToModify型がインベントリで公開されている場合、型はそのタイプの配列です。そ
うでない場合は Anyの配列です。

◦ mosToModifyが選択される場合、mosToModifyから ucsCentralが抽出されるため、入力
として ucsCentralは不要です。
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◦ ucsCentralと dnが指定されている場合は mosToModifyを指定しないでください。これ
は DNと ucsCentralに基づいて mosToModifyが抽出されるためです。

• Managed Object Properties：<プロパティの型>：変更するMOの複数のプロパティ。

◦ dnプロパティは変更されません。このプロパティを ucsCentralとともに使用してMOを
変更できます

◦いずれかのプロパティの値として空文字列を渡すには、#EMPTY#と入力します

• showMos：ブール型：変更対象の UCS Central MOを System.logに出力します

出力：

配列/<変更されたMOの型>：変更された UCS Central MOのリスト。変更されたMO型がインベ
ントリで公開されている場合、戻り値の型はそのタイプの配列です。そうでない場合は Anyの配
列です。

UCS Central 管理対象オブジェクト追加アクション

これらのアクションを使用すると、UCSCentralに追加されるMOのリストを取得できます。たと
えば addServiceProfile、addOrg、addVnic、addVhbaなどです。

入力：

• ucsCentral：UcsCentral：UCS Central接続ハンドル

• parentMos：配列/<ParentMoの型>：追加する UCS Central MOの親である UCS Central MOの
リスト

◦このプロパティは、追加されるMOの親が定義されている場合に有効です

◦追加するMOの親がインベントリで公開されている単一のタイプの場合、parentMosの
型はその型の配列です。そうでない場合は Anyの配列です

◦ parentMosが指定される場合、これらの親でMOが追加されます。parentMosからucsCentral
が抽出されるので、入力として ucsCentralは不要です

• Managed Object Properties：<プロパティの型>：追加するMOの複数のプロパティ。

• modifyPresent：ブール型：追加する UCS Central MOが UCS Centralに存在する場合、既存の
UCS Central MOを変更します

• showMos：ブール型：追加される UCS Central MOを System.logに出力します

出力：

配列/<追加されたMOの型>：追加された UCS Central MOのリスト。追加されたMO型がインベ
ントリで公開されている場合、戻り値の型はそのタイプの配列です。そうでない場合は Anyの配
列です。
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UCS Central 管理対象オブジェクト削除アクション

これらのアクションを使用すると、UCSCentralから削除されるMOのリストを取得できます。た
とえば removeServiceProfile、removeOrg、removeVnic、removeVhbaなどです。

入力：

• ucsCentral：UcsCentral：UCS Central接続ハンドル

• mosToRemove：配列/<mosToRemoveの型>：削除する UCS Central MOのリスト

◦ mosToRemove型がインベントリで公開されている場合、型はそのタイプの配列、そう
でない場合は Anyの配列です。

◦ mosToRemoveを選択した場合、mosToRemoveから ucsCentralが抽出されます。したがっ
て、入力として ucsCentralは不要です

◦ ucsCentralと dnが指定される場合、dnと ucsCentralに基づいて mosToRemoveが抽出さ
れます。したがって、入力として mosToRemoveは不要です

• dn：文字列：削除するMOの DN。ucsCentralとともに DNを使用できます

• showMos：ブール型：削除される UCS Central MOを System.logに出力します

Cisco UCS Central ワークフロー
Cisco UCS Centralワークフローはアクション、決定、結果の組み合わせです。これらを特定の順
序で実行することにより、仮想環境で特定のタスクまたは特定のプロセスが完了します。

ワークフローはスキーマ、属性、およびパラメータで構成されています。ワークフロースキーマ

は、すべてのワークフロー要素およびそれらの間の論理接続を定義する、ワークフローの主要コ

ンポーネントです。ワークフローの属性とパラメータは、ワークフローでデータ転送に使用され

る変数です。vRealize Orchestratorは、ワークフローが実行されるたびにワークフロートークンを
保存し、その個別の実行の詳細を記録します。詳細については、『Using the VMware vRealize
Orchestrator Client』を参照してください。

Cisco UCS Centralプラグインに備わっている汎用ワークフローのセットを使用すると、vRealize
Orchestratorから Cisco UCS Centralを管理できます。これにはサービスプロファイルの取得、設
定、追加、削除、名称変更、複製、さらにサービスプロファイルをブレードに関連付ける/関連付
け解除する操作などが含まれます。

設定ワークフロー

設定ワークフローを使用すると、vRealize Orchestratorで UCS Centralインスタンスを登録できま
す。

• UCS Centralインスタンスの追加：vRealize Orchestratorインベントリに UCS Centralインスタ
ンスを登録します
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• UCS Centralインスタンスの変更：vRealize Orchestratorインベントリで UCS Centralインスタ
ンスを変更します

• UCS Centralインスタンスの削除：vRealize Orchestratorインベントリから UCS Centralインス
タンスを削除します

ドメイングループワークフロー

ドメイングループワークフローを使用すると、UCS Centralドメイングループを操作できます。

•ドメイングループの作成：UCS Centralドメイングループを作成します

•ドメイングループの変更：UCS Centralドメイングループを変更します

•ドメイングループの削除：UCS Centralドメイングループを削除します

•登録済み UCSMのドメイングループの設定：UCS Centralで登録済み UCSManagerのドメイ
ングループを割り当てたり、変更したりします。

組織ワークフロー

組織ワークフローを使用すると、UCS Central組織を操作できます。

•組織の作成：UCS Central組織を作成します

•組織の変更：UCS Central組織を変更します

•組織の削除：UCS Central組織を削除します

サーバワークフロー

サーバワークフローを使用すると、ブレードサーバおよびラックサーバを検索できます。

•使用可能なブレード/ラックの検索：選択した UCS Centralインスタンスまたは UCS Central
ドメイングループの中で関連付けに使用できるブレードサーバまたはラックサーバを検索

します

• UUIDによるUCSサーバの取得：指定したUUIDを使ってブレードサーバまたはラックサー
バを検索します

サービスプロファイルワークフロー

サービスプロファイルワークフローを使用すると、UCS Centralサービスプロファイルを操作で
きます。
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•サービスプロファイルの関連付け：指定したブレードまたはラックサーバにサービスプロ
ファイルを関連付けます

•サービスプロファイルの関連付け解除：サービスプロファイルの関連付けを解除します

•サービスプロファイル/テンプレートの作成：サービスプロファイルまたはサービスプロ
ファイルテンプレートを作成します

•テンプレートからのサービスプロファイルの作成：サービスプロファイルテンプレートか
らサービスプロファイルを作成します

複数の名前からなるリスト、また 1つの名前プレフィックスと数を指定することで、複数の
サービスプロファイルを作成できます

•サービスプロファイルの複製：既存のサービスプロファイルと正確に同じコピーを作成し
ます

•サービスプロファイルの変更：既存のサービスプロファイルを変更します

•サービスプロファイルテンプレートの変更：既存のサービスプロファイルテンプレートを
変更します

•サービスプロファイルの名称変更：既存のサービスプロファイルの名前を変更します

•サービスプロファイルの削除：既存のサービスプロファイルを削除します

•サービスプロファイルテンプレートの削除：既存のサービスプロファイルテンプレートを
削除します

•使用可能なサービスプロファイルの検索：指定した UCS Centralインスタンスまたは UCS
Central組織で関連付けに使用できるサービスプロファイルを検索します

• UCSサービスプロファイルからの ESXホストの取得：選択したサービスプロファイルに関
連付けられているブレードまたはラックサーバにインストールされた ESXホストを検索し
ます

• ESXホストからのUCSサービスプロファイルの取得：選択した ESXホストがインストール
されているブレードまたはラックサーバに関連付けられたサービスプロファイルを検索し

ます

vNIC ワークフロー
vNICワークフローを使用すると、UCS Central vNICおよび vNICインターフェイスを操作できま
す。

• VNICの作成：選択したサービスプロファイルで vNICを作成します

• VNICの変更：既存の vNICを変更します

• VNICの削除：既存の vNICを削除します

• VNICへの VLANの追加：選択した vLANおよび選択した vNICで、vNICインターフェイス
を作成します
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• VNICインターフェイスの変更：既存の vNICインターフェイスを変更します

• VNICからの VLANの削除：このワークフローは、選択した vLANおよび選択した VNICに
ある vNICインターフェイスを削除します

VLAN ワークフロー
VLANワークフローを使用すると、UCS Central VLANを操作できます。

• VLANの作成：選択したドメイングループで VLANを作成します

• VLANの変更：既存の VLANを変更します

• VLANの削除：既存の VLANを削除します

• VLANへの組織権限の追加：選択した VLANに選択した組織権限リストを追加します

• VLANの組織権限の取得：選択した VLANの組織権限を検索します

• VLANからの組織権限の削除：選択した VLANから選択した組織権限を削除します

ワークフローの実行またはスケジューリング
ワークフローは、オンデマンドで実行することも、特定の時間に実行するためにスケジュールす

ることもできます。

ステップ 1 ワークフロービューを選択します。

ステップ 2 実行するワークフローを選択します。

ステップ 3 [Run]ボタンをクリックします。

ステップ 4 必要な情報を入力して [Submit]をクリックします。
また、[Schedule]ボタンをクリックしてワークフローをスケジュールすることもできます。

ワークフローが実行されるたびに、ワークフローの進捗と出力を示す新しいワークフロートークンが作成

されます。

詳細については、『Using the VMware vRealize Orchestrator Client』を参照してください。
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第 4 章

プラグインのアンインストール

この章は、次の項で構成されています。

• Cisco UCS Centralプラグインのアンインストール, 17 ページ

Cisco UCS Central プラグインのアンインストール
vRealize Orchestrator 7.xでは、[vRealize Orchestrator Control Center]ページからプラグインを無効化
できます。ただし、これによってプラグインファイルがファイルシステムから削除されるわけで

はありません。

プラグインを無効にするには、[Plug-Ins]タブをクリックし、[UCSCentral plug-in]チェックボック
スをオフにして、[Apply Changes]をクリックします。

プラグインを削除する場合は、次の手順を実行します。
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はじめる前に

vRealize Orchestratorサーバがインストールされているマシンにログインするには、管理者権限が
必要です。

ステップ 1 任意の SSHクライアントを介して Orchestratorアプライアンスにログインし、パス
/var/lib/vco/app-serverに移動します。

ステップ 2 次のパスにあるプラグインの .darファイルを削除します。plugins > ucscentralplugin_x_x_x_x.dar
（x_x_x_xはバージョン番号）。

ステップ 3 パス conf > plugins > _VSOPluginInstallationVersion.xmlにあるコンフィギュレーション
ファイルを開きます。ファイル内に <entry key="UCSC">x.x.x.x</entry>という行がある場合は、それを

削除します。x.x.x.xはバージョン番号です。変更後、ファイルを保存して閉じます。

ステップ 4 vRealize Orchestratorクライアントにログインします。

ステップ 5 クライアントの左上隅にあるドロップダウンリストから、[Design]を選択します。

ステップ 6 [Workflows]ビューをクリックします。

ステップ 7 [UCS Central] > [Configuration] > [Remove a UCS Central Instance]を展開します。

ステップ 8 [Remove a UCS Central Instance]を右クリックして、[Start Workflow]を選択します。

ステップ 9 インストール済み UCS Centralインスタンスのリストから、削除対象のインスタンスを選択して [Submit]
をクリックします。

ステップ 10 [Packages]ビューをクリックします。com.cisco.ucs.centralパッケージを右クリックして、[Delete]を選択し
ます。

ステップ 11 確認ダイアログボックスで [Delete Package]をクリックします。

ステップ 12 コンテンツ内の 1つの要素を削除するには、次の手順に従います。
a) [Tool] > [User Preferences]を展開します。
b) [Delete non empty folder permitted]チェックボックスをオンにします。
c) [Workflows]ビューで [UCS Central]フォルダを右クリックして、[Delete]をクリックします。
d) [Actions]ビューをクリックします。削除するモジュールを右クリックして、[Delete]をクリックしま
す。

ステップ 13 プラグインを再起動します。
再起動するには、次の手順に従います。

a) vRealize Orchestrator Control Centerにログインします
b) [Startup Options]タブをクリックして、[Restart]をクリックします。
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第 5 章

vRealize Orchestrator からのログの収集

この章は、次の項で構成されています。

• ログの収集, 19 ページ

ログの収集
vRealize Orchestrator 7.xでは、[vRealize Orchestrator Control Center]ページからログを収集できま
す。

ステップ 1 vRealize Orchestratorのウェルカムページを開きます。

ステップ 2 [Orchestrator Control Center]をクリックします。

ステップ 3 アプライアンスのインストール時に付与されたログインクレデンシャルを入力します。

ステップ 4 [Log]までスクロールダウンして [Export Logs]をクリックします。

ステップ 5 すべてのログファイルを含む ZIPファイルがローカルマシンにダウンロードされます。
また、vRealize Orchestratorクライアントはワークフロートークンのログも保持しています。い
ずれかのワークフローが実行されるたびに、ワークフロートークンが作成されます。ウィンド

ウ下部にあるログタブをクリックすると、ワークフロートークンのログが表示されます。

（注）
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